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２
月
５
日
、
西
九
州
大
学
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
佐
賀
放
送
局
「
こ
こ
は
ふ
る
さ
と

旅
す
る
ラ
ジ
オ
」
の
生
中
継
が
行
わ

れ
、
大
学
や
神
埼
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
自
身
の
経
験
を
ま

じ
え
て
、
将
来
の
夢
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
市
か
ら
は
、
下
村
湖

人
生
家
、
４
月　

日
に
行
わ
れ
る
九

１９

年
庵
の
お
ふ
る
ま
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

西
九
州
大
学
と
神
埼
市
は
、
平
成

　

年
５
月
に「
食
育
に
関
す
る
協
定
」

２０を
締
結
し
、
若
い
世
代
に
食
の
大
切

さ
や
食
文
化
を
伝
え
る
機
会
の
提
供

や
地
元
農
産
加
工
物
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
協
働
し
て
行
な
っ
て
い
ま

す
。
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１
月　

日
、
仁
比
山
保
育
園
で
ふ

２３

る
さ
と
先
生
（
菜
の
花
ネ
ッ
ト
貞
島

会
長
ら
）
の
指
導
に
よ
り
、
年
長
児

（　

人
）
が
漬
物
作
り
を
体
験
し
ま

２４
し
た
。

使
用
し
た
野
菜
は
、
園
の
畑
で
園

児
自
ら
が
作
付
け
し
た
白
菜
と
大
根

で
、「
お
い
し
く
な
〜
れ
」
と
唱
え
な

が
ら
丁
寧
に
漬
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
さ
が�
食
と
農�

絆
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
作
付
け
か
ら
加
工
、

食
事
ま
で
一
連
の
活
動
を
通
し
、
食

事
の
大
切
さ
・
楽
し
さ
を
体
験
し
ま

し
た
。
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ま
た
、
５
日
に
は
、
囲
碁
・
将
棋

大
会
も
行
わ
れ
、
囲
碁
大
会
に
は
、

　

人
、
将
棋
大
会
に
は
、　

人
が
参

２１

１２

加
。
大
会
は
、
各
組
ご
と
の
リ
ー
グ

戦
に
よ
り
行
わ
れ
、
真
剣
な
表
情
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月　

日
の「
文
化
財
防
御
デ
ー
」

２６

を
前
に
、　

日
、
千
代
田
町�
村
に

２５

あ
る
市
の
重
要
文
化
財
・
下
村
湖
人

生
家
で
、
文
化
財
防
御
訓
練
が
、
消

防
署
、
消
防
団
、
地
元
住
民
な
ど
の

協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
湖
人
生
家
北
側
雑
木
林

か
ら
出
火
、
湖
人
生
家
に
延
焼
の
恐

れ
あ
り
と
の
想
定
で
１
１
９
番
通
報
。

地
元
住
民
の
消
火
栓
に
よ
る
初
期
消

火
、
地
元
第
５
分
団
の
ポ
ン
プ
中
継

に
よ
る
連
携
消
火
、
一
斉
放
水
な
ど

小
雪
の
舞
う
寒
い
中
で
し
た
が
、
き

び
き
び
し
た
動
作
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
文
化
財
防
御
デ
ー
」
は
、
昭
和

　

年
１
月　

日
に
世
界
最
古
の
木
造

２４

２６

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
文
化
財
防
火
運
動
の
一
環
と

し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
、
日
本
の
伝
統
や
風
習

を
通
じ
て
感
性
を
養
っ
て
も
ら
お
う

と
、
保
育
園
・
幼
稚
園
で
節
分
の
豆

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
屋

内
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
園

児
の
元
気
な
声
が
園
外
ま
で
響
い
て

い
ま
し
た
。

西
郷
保
育
園
で
は
、
園
児
が
二
日

間
か
け
て
作
っ
た
迫
力
あ
る
鬼
の
お

面
に
泣
き
出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、

「
い
じ
わ
る
鬼
」「
魚
嫌
い
鬼
」「
泣

き
べ
そ
鬼
」「
怒
り
ん
ぼ
鬼
」
な
ど
の

鬼
に
、
豆
や
飴
を
投
げ
、
鬼
を
追
い

は
ら
い
ま
し
た
。

豆
ま
き
の
あ
と
、
紙
芝
居
を
見
て

節
分
の
由
来
を
学
び
ま
し
た
。

２
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
神
埼
支

部
の
会
員
に
よ
る
恒
例
の
「
趣
味
の

作
品
展
」
が
神
埼
市
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
展
で
は
、
約
１
２
０

人
の
油
絵
や
水
墨
画
、
手
芸
や
陶
芸
、

写
真
な
ど
約
４
０
０
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
く
個
性

あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
作
品
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
第　

回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー

２５

１５

ド
レ
ー
ス　

神
埼
市
（
神
埼
市
体
育

in

協
会
・
佐
賀
新
聞
社
主
催
）が
吉
野
ヶ

里
歴
史
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
１,
１
４
４
人
が
参

加
し
、
前
日
か
ら
降
り
積
も
っ
た
雪

景
色
の
中
、
１
位
を
目
指
し
て
懸
命

に
走
る
人
や
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し

む
人
な
ど
、
白
銀
に
包
ま
れ
た
弥
生

時
代
の
風
景
を
感
じ
な
が
ら
走
る
姿

に
、
コ
ー
ス
の
外
か
ら
は
、
多
く
の

声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
土
佐

礼
子
さ
ん（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
）を
迎
え
、大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
種
目
の
結
果
、
特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
団
体
の
活
動
記
録
な
ど
を
集

め
た
展
示
会
が
、
２
月
２
日
か
ら
８

日
に
か
け
て
、
神
幸
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

初
め
て
企
画
さ
れ
た
展
示
会
に
は
、

約　

団
体
が
参
加
。
歴
史
、
環
境
、

３０
医
療
、
町
お
こ
し
、
朗
読
な
ど
日
ご

ろ
の
活
動
に
つ
い
て
、
写
真
や
ポ
ス

タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

神
幸
館
は
、
志
が
同
じ
グ
ル
ー
プ

同
士
の
連
携
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
Ｃ
Ｓ
０
（
市
民
社
会
組

織
）
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
神
埼
町

三
丁
目
公
民
館
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。
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１
月　

日
、
下
村
湖
人
生
家
広
場

３１

で
「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
ち
よ
だ　

次
郎
餅

つ
き
会
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
、
保

護
者
、
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約　

人
５０

が
、
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

臼
で
つ
い
た
餅
を
初
め
て
見
て
喜

ぶ
子
ど
も
や
、
つ
い
た
餅
を
楽
し
そ

う
に
丸
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
は
、

ぜ
ん
ざ
い
な
ど
に
し
て
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
、
お
い
し
そ
う
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は
、「
も
ち
米
を
蒸

し
た
り
、
臼
や
杵
で
餅
を
つ
い
た
り

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
変

良
い
体
験
に
な
る
の
で
、
ず
っ
と
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
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２
月
４
日
、
神
埼
中
学
校
の
立
志

式
が
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

で
行
わ
れ
、
２
年
生
１
７
１

人
の
代
表
５
人
が
将
来
の
夢

を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昔
の
成
人
式
に

あ
た
る
元
服
を
迎
え
る
中
学

２
年
の
時
期
に
「
大
い
な
る

志
を
抱
き
、
自
分
で
自
分
の

道
を
切
り
開
い
て
い
く
強
い

気
持
ち
を
も
つ
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
夢
を
叶
え

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
現

在
の
課
題
、
将
来
の
展
望
な

ど
、
し
っ
か
り
し
た
意
見
を
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�
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持
っ
て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
千
代
田
中
学
校
で
、

　

日
に
は
、
脊
振
中
学
校
で
立
志
式

１３が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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２
月
６
日
、
第　

回
鳥
栖
・
三
神

２８

地
区
中
学
生
主
張
大
会
が
神
埼
市
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
区
内
の
各

中
学
校
（　

校
）
か
ら
学
校
の
代
表

１６

者
が
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
身
の
考
え
を
変
え

た
出
来
事
や
自
ら
経
験
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
主
張
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
各
種
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
修
め
て
い
る
神
埼
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
自
ら
夢

や
希
望
、
目
標
を
主
張
発
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
図
ろ
う
と
、
鳥
栖
・
三
神
地
区
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
６
ク
ラ
ブ
に
よ

り
、
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
は
、

神
埼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

第　

回
障
害
者
に
よ
る
書
道
・
写

２３

真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
（�
日
本
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主

催
）
の
書
道
部
門
に
お
い
て
、
田
原

タ
ミ
子
さ
ん
（
千
代
田
町
）
が
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
中
か
ら
、
み
ご
と
最
高
の
金
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
月　

日
、
佐
賀
市
グ
ラ
ン
デ
は
が

３０

く
れ
で
、
平
成　

年
度
佐
賀
農
業
賞
表

２０

彰
式
が
行
わ
れ
、「
先
進
的
農
業
経
営

者
の
部
」
で
大
江
安
夫
さ
ん
（
千
代
田

町
）、「
若
い
農
業
経
営
者
の
部
」
で
眞

�
誠
哉
さ
ん
（
神
埼
町
）
が
、
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
江
さ
ん
（
写
真
右
）
は
、
生
産
履

歴
や
肥
料
等
に
配
慮
し
た
安
全
・
安
心

な
ア
ス
パ
ラ
作
り
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
眞�
さ
ん
（
写
真

左
）
は
、
高
品
質
生
産
や
消
費
者
へ
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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１
月　

日
、「
佐
賀
県
安
全
フ
ォ
ー

２６

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
日

頃
の
防
犯
活
動
が
認
め
ら
れ
、「
西
郷

小
学
校
見
守
り
隊
」
に
県
知
事
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
毎
朝
の

交
通
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
い
さ
つ
や

声
か
け
も
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
見
守

り
や
触
れ
合
い
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
育
っ
て
い
ま
す
。

「
見
守
り
隊
」
の
影
響
で
平
成　

年
１９

度
か
ら
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
子
ど
も
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、

全
保
護
者
に
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
車
へ
の

掲
示
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
守
る
大
き
な
う
ね

り
が
、
今
、
西
郷
校
区
を
包
み
始
め
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
障
害
者
の
文
化
・
芸
術

活
動
の
促
進
と
技
術
の
向
上
に
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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２
月　

日
、「
第
３
回
神
埼
市
青

１４

少
年
主
張
大
会
」（
神
埼
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
主
催
、
神
埼
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
神
埼
地
区
の
保
護

司
会
、
婦
人
連
絡
協
議
会
、
少
年
補

導
員
連
絡
協
議
会
、
市
の
区
長
会
、

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
の
後
援
を
は
じ
め
、
地

区
役
員
の
方
々
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
児
童

生
徒
を
含
め
て
５
０
０
人
を
越
え
る

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
大

盛
会
の
主
張
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

応
募
者
数
は
、
１,
７
９
１
人
で
、

市
内
の
各
小
学
校
の
５
、
６
年
生
、

各
中
学
校
の
１
、
２
年
生
、
神
埼
高

校
、
神
埼
清
明
高
校
の
１
、
２
年
生
、

西
九
州
大
学
生
、
新
成
人
者
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
あ
い
さ
つ
、
私
の
夢
、

戦
争
と
平
和
、
環
境
問
題
、
い
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
種
多
様

で
、
現
代
社
会
の
問
題
に
目
を
向
け

て
深
く
考
え
、
自
分
な
り
の
意
見
を

強
く
訴
え
る
と
共
に
、
前
向
き
に
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
頼
も
し
い
、

し
っ
か
り
と
し
た
内
容
の
主
張
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

今
回
の
司
会
は
、
神
埼
高
校
１
年

の
大
島
奏
さ
ん
。
さ
す
が
に
放
送
部

員
だ
け
あ
っ
て
、
美
し
く
歯
切
れ
の

い
い
声
で
名
司
会
ぶ
り
を
発
揮
し
、

主
張
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
臨

機
応
変
の
対
応
を
し
な
が
ら
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

主
張
者
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
、
大
学
、
新
成
人
者
の
代
表
の

　

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
く
力
強
い

１４主
張
を
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
た
ち
の
心
を
込
め
た

堂
々
と
し
た
発
表
に
、
参
観
者
か
ら

は
、
賞
賛
の
言
葉
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
聞
か
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

発
表
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�

今
回
は
、
今
年
度
の
佐
賀
県
中
学

校
英
語
暗
唱
大
会
で
知
事
賞
を
受
賞

し
た
脊
振
中
学
校
２
年
の
神
代
瑞
木

さ
ん
の
英
語
暗
唱
と
神
埼
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
し
た
。

神
代
さ
ん
の
英
語
暗
唱
は
、
す
ば

ら
し
く
流
暢
で
、
ま
た
、
神
埼
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
美
し
く
力
強
い
演
奏

に
、
会
場
は
、
し
ば
し
快
い
幸
せ
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。　
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